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     日 時 ： 平成 18年 3月 25日（土）～ 27日（月） 

     場 所 ： 兵庫県飾磨郡家島町西島「母と子の島」 
 
 
 
 
 

日本ボーイスカウト兵庫連盟 
 



 

「海のプログラム」 
― 子ども夢体験パイロット事業 ― 実施計画 

  
 
１．開催の趣旨 
  この度「子ども夢体験パイロット事業」の県からの委託を得て、異年齢交流、班制度、他団

体との交流を深め、日頃体験できない“海のプログラム”を実施し、自然の偉大さを知り海の

環境教育を通じて自ら未来を切り開く力を身につける機会を提供するものです。 
 
２．名  称 
「海のプログラム」  
   ― 子ども夢体験パイロット事業 ― 

 
３．テーマ 
－ 海のプログラムを楽しもう － 

 
４．目  的 
「海のプログラムを通し、班活動の魅力を体験しよう」 

 
５．主催・支援 
主催 兵庫県 
支援 日本ボーイスカウト兵庫連盟 

 
６．会場の概要 
兵庫県飾磨郡家島町西島「兵庫県立母と子の島」。 
姫路沖、小豆島との中間に位置する家島諸島にある無人島。 
家島町は全国でも有名な砕石の島です。近年土砂掘削による自然破壊が深刻化しています。 
姫路港より坊勢汽船で約 35分、汽船乗り場（桟橋）から中央地区ロッジまで徒歩約 15分。 

 
７．期 間 
平成 18年 3月 25日（土） ～ 3月 27日（月） 
① 集合場所 姫路港（JR姫路駅南口から市営バスで約 15分） 
② 集合時間 平成 18年 3月 25日 12：00 
③ 受付開始 姫路港坊勢汽船ターミナル  11：45～ 
④ 出港時間 姫路港  3月 25日 13：10発 坊勢汽船「母と子の島」行き 
⑤ 解散予定 姫路港 3月 27日 12：00 
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８．参加人数 
小学校５年生以上中学３年まで（ボーイスカウト年代）  50名 
中学３年以上高校３年まで（ベンチャースカウト年代）  10名 
ボーイスカウト指導者              10名       合計 70名 

 
９．参加資格 
指導者 ボーイスカウトの指導者           5～10 名 

準リーダー（ベンチャーは、個人プロジェクトを展開する） 

中学３年以上高校３年まで（ベンチャースカウト年代）     10 名 

※ 指導者・準リーダーは、準備のため前日から参加していただきます。 

小学校５年生以上中学３年まで（ボーイスカウト年代） 

スカウトは、班単位による申込（4～8名/班で 6～8個班）  50 名 

対象：小学校 5 年生以上中学 3 年まで（ボーイスカウト年代）でボーイスカウトは、原

隊の指導者等の引率を原則とします。 

同年代の子どもを広く募集する。 
 

10．参加費 
すべての参加者 6,000円 
① 参加費に含まれるもの 
全期間の食材費（ただし、米は含まない）、会場の設備使用料、運営費、プログラム活動

費、会期中の会場内における救護及び衛生費、会期中の保険料 
姫路港から「母と子の島」までのフェリー代 
（自宅から集合場所までの交通費は含みません） 

② 納入の参加費は、他の参加者に振り替えることはできますが、払い戻しはしません。 
 
11．参加申込 
  参加希望者は、２月５日までに下記のボーイスカウト兵庫連盟事務局へお申し込みください。 

電 話 ０７８－３６０－８５７０   ＦＡＸ ０７８－３６０－８５７１ 
Ｅ-mail  info@bs-hyogo.gr.jp      URL http://bs-hyogo.gr.jp 

 
※ ２月５日までに申し込みいただいた方には、所定の「健康調査票」等の届出用紙を後日

お送りいたしますので、折り返し返送願います。 
 
※ なお費用の支払いにつきましても同時にお知らせいたしますので、通知後振込みいただ

きます。また、「携行品一覧表」も送ります。 
 
 
 

 2

mailto:info@bs-hyogo.gr.jp


 
12．組織と運営 
 ① 大会の運営組織は以下の通りとする。 
 

班班班 班 班 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ部 

参加隊長参加隊長 

運営本部  

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 ② 参加隊 
ボーイスカウト原隊の指導者が年間プログ

として指導を願います。ただ、参加形態の

どは、参加隊長の下にその班を組み入れ、

加の子どもたちを班の一員として組み入れ

なお、参加隊長には、プログラム、生活面

 
③ 運営本部（支援部門）の役割 

1) プログラム部 
   ・班プログラム展開支援に関する

  ・プログラム展開に関する資材・

・カヌー、カヤック、いかだなど

  ・ベンチャープロジェクトの取得

・アンケートの実施に関すること

2) 総務部 
・行事本部の管理、文書発信、広

  ・運営に際しての人事（人員掌握

        ・参加者の募集、申し込み受付に
・「母と子の島」との連絡調整に

        ・予算、決算、資金の管理、金銭
        ・参加隊、支援部門間の連絡調整

        ・非常時対策に関すること 
・本部救護所の設置と運営 
・実施後の報告書作成に関するこ

       ・その他各部の担当に属さない業
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支援部門 

総務部 

生活部 

ラムの一環として引率いただく場合、班活動

多様性から準リーダーが班を引率した場合な

隊・班活動を実施していただきます。一般参

た活動を展開していただきます。 
での指導を担当願います。 

こと 
安全確保に関すること 
の貸し出し、管理、保全に関すること 
に関すること 
 

報、各部門の連絡調整に関すること 
）、受付、案内に関すること 
関すること 
関すること 
の出納に関すること 
に関すること 

と 
務に関すること。 



3) 生活部（活動管理、施設資材関係） 
・参加者の安全に関すること 
  ・会場の施設管理、警備、火災、盗難の防止などに関すること 
  ・人員輸送、資材輸送に関すること 
・ロッジ・その他施設の維持管理に関すること 
・資材、器材の調達・配分に関すること 

        ・食料品他配給品の調達と配給に関すること 
 ④ 連絡会議 

(1) 隊・班の連絡会議は、毎日定時に運営本部でおこなう。 
(2) 連絡が迅速に行われるよう担当参加者（スカウト）を定め連絡網を確立する。 
(3) 臨時連絡等は、運営本部より適切な方法を持って参加者へ伝える。  

 
13．プログラム（予定） 
① 日程と日課 
 
時刻／日程 3月 25日（土） 3月 26日（日） 3月 27日（月） 

6:00  起床･洗面･清掃 起床･洗面･清掃 
7:00  朝食(自炊) 朝食(自炊) 
8:00  朝礼 朝礼 
9:00  海のプログラム プログラム 
10:00  （カヌーなど） （海の観察など） 
11:00  昼食(自炊) 閉会式・移動（昼食） 
12:00 集合(昼食･持参の弁当)  解散 
13:00 移動 海のプログラム  
14:00 開会式 （魚釣りなど）  
15:00 プログラム   
16:00 （いかだ製作など）   
17:00 夕食(自炊) 夕食(バーベキュー)  
18:00    
19:00 天体観測 キャンプファイヤー  
20:00 入浴 入浴  
21:00 班長会議 班長会議  
22:00 消灯 消灯  

 
② プログラムの基本 
     日頃体験出来ない“海のプログラム”に班活動を通じて挑戦する。 
 
 ③ 区分と内容 
    活動は、全体プログラム・海プログラム・班プログラムに区分される。 
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1） 全体プログラムは、開会式、営火、閉会式の 3 つとし運営本部（支援部門）が企
画・運営する。全体プログラムには参加者全員が参加することを原則とします。 

2） 海プログラムは、全期間を通じて実施展開する。 
3） 班プログラムは、事前に計画した内容に沿って実施展開する。 

 
14．服装と携行品 
  ①  服装 

(1) 一般参加者は活動のしやすい軽装とし、スカウトは正装とする。 
(2) 開・閉会式、朝礼その他の公式な場ではスカウトは正装とする。 
(3) プログラムに参加する服装については別途指示する。 

  ②  個人携行品 
宿泊は、ロッジを利用しますので、２泊のロッジ泊に必要なもの、 
米（４合）、弁当（1日目昼食）、水筒、活動用軽装、着替え、水着など 
健康調査票・健康保険証（写し）を携行する。 
くわしくは、後日、参加申込者にお送りする「携行品一覧表」を参考に準備願います。 
 

15．配 給 
  ①  配給期間 

(1) 平成 18年 3月 25日夕食分から平成 18年 3月 27日の昼食分までとする。 
(2) 配給食糧は献立表により副食材料、調味料及び間食とし、主食の米は配給しない。 

  ②  燃料 
    炊事用燃料は薪とし、必要分は各自確保する。（薪拾いなど） 
 
16．保健及び救護衛生 
① 個人衛生 
参加者は、参加までの健康に十分留意するとともに、期間中の保健衛生に十分留意する。 
特に、日焼け･虫さされ等に気をつける。 
② 救護処置の範囲と治療 
・応急処置を行い、「母と子の島」管理棟職員に連絡、搬送し処置を行う。 
・担当職員の判断、指示により家島町役場・海上タクシーにより管轄医療機関へ搬送し、

医師の処置を受ける。この場合、治療費は本人が負担する。 
・傷害保険には参加費の中から全員が加入する。 
③ 環境衛生 
快適に生活をするために、トイレその他の共同利用施設は、使用者が汚さないように留

意し、清潔に使用する。 
 
17．災害時の緊急措置 
  ① 方針 
台風、豪雨、地震などの天災で、開催地での生活の維持が困難となり、かつ参加者の安
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全を確保する必要が生じたときは参加隊指導者会議および運営本部長で対策を協議する。 
  ② 情報の収集 
運営本部長は、総務部とともに気象情報に注意し、台風、豪雨、地震などの災害情報の

把握に努め、参加者に伝達する。 
  ③ 運営本部長による対策（退避を含む）と判断 
参加隊長、支援部門および｢母と子の島｣管理等職員の意見を聞き運営本部長が対策に対

する決定を行う。 
  ④ 避難する参加者の行動基準 

(1) 退避を指示された参加者は、時間の許す限り身の回りを整理し、配給された食糧及び
個人装備をまとめ、管理棟他へ整然と移動する。 

(2) 支援部門はその一部を残留させ、その後の処理にあたる。 
 

18．その他 
・参加指導者会議の開催 

  参加希望者の申込状況を見極め３月上旬に開催する。 
 ・その他の連絡 
  兵庫連盟のホームページに連絡事項等を必要により掲示する。 

 以上 
 


